角笛への 吹き込み- 復活と 召集 
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角笛の 吹き込み 


參 ここでい う 角笛とは、 偉大 かつ 荘厳なる アッ ラーが 末世に おいて 天使 イスラー フイ ー 
ル （彼に 平安 あれ） に 命じて 吹かせる ものを 指します。 その 一吹き 目は 「衝撃の 产 吹き」 
であり、 アッ ラーが そう お望みに ならない もの 以外の 天地 全ての ものは、 それに よって 打 
たれ 気を 失います。 それから 二 吹き 目を 命じられ ますが、 それが 「復活の 卢 吹き」 なので 
す。 


參 角笛が 吹き 鳴らされた 時の 被 造 物の 状況： 

1 一至 高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD それゆえ （彼ら 頑迷な 不信仰 者たち から） 
離れよ。 その 日 召集す る 者 （イスラー フイ ー ル） が （彼らを 彼らの） 厭う ところの ものへ 
と 召集す る。 （彼らは） まるで 散り散りの パ ツタの ごとく、 恐怖で 目を伏せながら 墓場 か 
ら 出て くる。 召集す る 者の 方へ と 急ぎ、 不信仰 者たち はこう 言う： 「これは なんとも 厳し 

い 日 だ。」 03 (ク ルアー ン 54 : 6 — 8) 

2 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れま した： SD そして 角笛が 吹き 鳴らされ、 アツ ラーが お 
望みに なられる もの 以外の 天地の 全ての ものは 気を 失う。 それからもう 一吹きされ ると、 
彼らは 立ち上がり 眺め 回す。 03 (ク ルアー ン 39: 68) 

3 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れま した： AD そして その 日 角笛が 吹き 鳴らされ、 アツ ラ 
一が お望みに なられる もの 以外の 天地 全ての ものは 恐れ おののく。 そして 全ての 者は 身を 
すくませ 怯えながら、 かれの 御 許へ とま かり 出る。 03 (ク ルアー ン 27: 87) 


• 角笛への 吹き込みの 一吹き 目と 二 吹き 目 の 間隔： 


アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼 
にアツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました： “ 角笛への 吹き こみの 一吹き 目と ゴ 吹 
き 目との 間隔は、 40 である。”」 （人々 は アブー. フライ ラに） 言いました：“ アブー •フラ 
イラよ、 40 日と いう ことです か？” （アブー. フライ ラは） 言いました：“ いや。” （人々 
は アブー. フライ ラに） 言いました： “ それでは 40 ヶ月です か？” （アブー. フライ ラ 
は） 言いました：： “ いいえ。” （人々 は アブー • フライ ラに） 言いました： “ それでは 40 
年です か？” （アブー. フライ ラは） 言いました：“ いいえ。” （アル =ブ ハーリーと ムス 
リ ムの 伝承 1 ) 


サ ヒー フ ■アル =プ ハーリー （4935)、 サ ヒー フ •ムス リム （2955)。 文章は ムス リムの もの。 


參 審判の 日は いつか？ 


1 — アブー. フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アッ ラーの 使徒 
(彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：“ 角笛の 主 （イスラー フイ ー ル） 

の 眼は それを 任された 時から、 玉座の 方を 眺めて 準備して いる。 彼は 少しで も 眼を 逸らし 
た 際に ご 命令が かかる のを 恐れて いるの だ。 彼の 眼は 煌めく 2 つの 惑星の ようで ある。”」 
(アル = ハー キム の 伝承 2 ) 

2 — アブー. フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アッ ラーの 使徒 
(彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました： “ 太陽の 眼を 見る 日で 最良の もの 

は、 金曜日で ある。 アー ダム （アダム） は その 日 創造され、 その 日に 楽園に 入れられ、 そ 
の 日 そこから 追放 された。 そし て 審判の 日 は 金曜日 以外に は 起こらない。” J (ムス リムの 
伝承 3 ) 


2 真正な 伝承。 ム スタ ドウ ラク •アル = ハー キム （8676)、 アツ = スイ ル スイ ラト •アツ =サ ヒー ハ （1078) 参照。 

3 サ ヒー フ •ムス リム （854)。 
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復活と 召集 


• しもべが 通過す る 諸 段階： 

その 段階には 3 っあります。 っまり ① 現世の 段階、 ② 天国と 地獄の 境界 上に ある 段階、 

③ 天国、 あるいは 地獄の 来世に おける 永遠の 段階です。 ァツ ラーは これらの 各々 の 段階に、 
特有の 規定を 設けられました。 また ァツ ラーは、 人間を 魂と 肉体から 構成され ました。 そ 
して 現在の 諸 規定を 肉体と それに 付随す る 魂に 定められ、 天国と 地獄の 境界線 上の 諸 規定 
を 魂と それに 付随す る 肉体に 対 して 定められ、 ま た 享楽 ある いは 懲罰 という 来世での 諸規 
定を 肉体と 魂に 均等に 定められ ま した。 

參 復活とは： 角笛への 二 吹き 目に おいて、 死人が 蘇され る ことです。 この 時人々 は 靴 も 
衣服 も 身に っけて おらず、 割礼 も 受けて いない 状態で 全世界への 主へ と 復活し ます。 

ま た 全て の しもべは、 死んだ 時 そ のま ま の 状態で 蘇 されます。 

1— 至高の ァツ ラーは こ う 仰ら れま した： (3 D そして 角笛が 吹き 鳴らされ ると、 彼らは 墓 
から 飛び出して 彼らの 主の 御 許へ と 急いでい く。 （彼らは） 言う： 「ああ、 私たちの 破滅が 
悔やまれる。 私たちを 寝床から 蘇らせた のは 誰 だ？」 （天使たち、 あるいは 信仰者た ちは 
これに 答えて 言う：） 「これ こそは 最も 慈悲 深い お 方が お 約束され、 使徒たち がその 真実 
を 語って いたと ころの もの だ」。 03 (ク ルアー ン 36 : 51— 52) 

2 — 至 高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD それから あなた 方は 死ぬ の だ。 そして 審判 

の 日に 蘇され るので ある。 03 (ク ルアー ン 23 : 15 — 16) 

• 復活の 光景： 

アツ ラーが 天から 雨を お降らし になり、 まるで 地上に 芽が 生える よう に 人々 が 地下から 
湧き出て 来ます。 

1— 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： （3 D そして かれ （アツ ラー） こそは そのご 慈悲 

を もって、 よき 知らせ （慈雨） を もたらす 風を 送られる お 方。 そして （その 風は 雨を 大量 
に 含んで） 重厚な 雲を 運び、 われら （アツ ラーの こと） は それを 不毛の 大地に 降らせる。 
それから それでもって 水を 降らせる と、 われらは それでもって あらゆる 果実の 実を 出させ 
る。 このよう にして われらは、 死んだ 者たち を も （地面から） 引き出す ので ある。 あなた 
方が 熟慮す るよう に （われらは これらの 喩えを 提示す るので ある）。 03 (ク ルアー ン 7 : 
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57) 


2 — アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 
(彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました： “ 角笛への 吹き こみの 一吹き 目と 
二 吹き 目との 間隔は、 40 である。”」 （人々 は アブー. フライ ラに） 言いました： “ アブー. 
フライ ラよ、 40 日と いう ことです か？” （アブー. フライ ラは） 言いました：“ いや。” 

(人々 は アブー .フライ ラに） 言い ま した： “ それでは 40 ヶ月 です か？” （アブー. フ 
ライラは） 言いました： ：“ いいえ。” （人々 は アブー. フライ ラに） 言いました：“ それ 
では 40 年です か？” （アブー. フライ ラは） 言いました： “ いいえ。” （アブー. フラ 
イラは） 言いました： 「（ここから また 預言者の 言葉） それから アツ ラーは 天から 水を 下さ 
れ、 （人々 は） 芽が 吹き出る かの ごとく 湧き出て くる。 そして 人間は 一片の 骨を 除いて 消 
滅 してし まう の だが、 それと いうの は 脊椎の 最下 部で ある。 被 造 物 は そ こから 創ら れ 、そ 
して 審判の 日は そこから 蘇る の だ。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 伝承 4 ) 

• 最初に 墓から 蘇され る 者： 

アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼 
にアツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：“ 私は 審判の 日、 アー ダム （アダム） 

の 子ら の 長で ある。 そして 私は 最初に その 墓が （呼び起こされる ために） 裂かれる 者で あ 
り、 また 最初のと りなし 手で も あれば 最初に と りなし が 与えられる 者で も ある。”」 （ムス 
リ ムの 伝承 5 ) 

• 蕃 判の 日に 蘇され る 者： 

1— 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD 言え、 「以前の 者 も 後世の 者 も 全て、 その 定 
めら れた 日の 定められた 時に （蘇され るの だ)。」 03 (ク ルアー ン 56 : 49 — 50) 

2 — 至 高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました ： （3D 天地に ある 全ての ものは、 最も 慈悲 深い お 
方の 御 許に その しもべと して へりくだって まかり 出る。 （アツ ラーは） 彼らの 数を ご存知 
であられ、 その 1 人 1 人を 数え上げられる。 その 全ての 者は 審判の 日、 各自 1 人で かれの 

御 許へ まかり 出る の だ。 03 (ク ルアー ン 19 : 93— 95) 

3 — 至高の アツ ラーは こ う 仰ら れ ました： SD そして その 日 われら （アツ ラーの こと） 

の 山々 を 動き回らせ、 そして あなたは 大地 （に 秘められた 全ての ものが） 明らかにな るの 
を 見る であろう。 そして われらは 彼らを 召集し、 誰 1 人と して それを 免れる 者は いない。 03 

(ク ルアー ン 18 : 47) 


4 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （4935)、 サ ヒー フ •ムス リム （2955)。 文章は ムス リムの もの。 

5 サ ヒー フ •ムス リム （2278)。 


6 



春 召集の 地の 光景： 


1 一至 高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました ： AD その 日 大地は それでは ない 他の 大地と、 そ 
して 諸 天は それでは ない 他の 諸 天と 取って代わられる。 そして （しもべた ちは） 唯一で 全 
てを 制される アツ ラーの 御 許へ と、 （姿 形 も その 秘めて いた もの も 露わに、 墓の 中から） 

まかり 出て ゆく の だ。 09 (ク ルアー ン 14: 48) 

2 —サ ハル. ブン. サアド （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言い ま した： 「アツ ラーの 使 
徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：“ 審判の 日、 人々 はまる で 一片 
の 上等な パン 切れの ような 白亜の 大地に 召集され る。 そこでは 誰も （住居な どの） 何の 痕 
跡 も 見出す ことがない。”」 （アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 伝承 6 ) 

• 審判の 日、 被 造 物が 召集され る 光景： 

1— ア ー- f シャ （彼女に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「私は アツ ラーの 使徒 
(彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） がこう 言う のを 聞きました： “ 審判の 日、 人々 は 

靴 も 衣服 もっけて おらず、 割礼 も 受けて いない 状態、 で 召集され る。” 私は 言いました：“ ア 
ツ ラーの 使徒よ、 男女 一緒にです か？ 彼らは 互いに 眺め 合う のではないです か？” （彼 
は） 言いました：“ ア 1 一^ f シャ よ、 事は そんな ことより 重大で あり、 人々 は 互いに 眺め 合 
っ ている 場合で はない の だ。”」 （アル = ブ ハーリーと ムス リム の 伝承 7 ) 

2 — 信仰者た ちは 誉れ 高い 一団と して 召集され ます。 崇高なる ア ツ ラーは こ う 仰ら れま 

した： SD その 日 われら （アツ ラーの こと） は （アツ ラーの お怒りと 懲罰を 招く ような 事柄 
から） 身を 控える 者たち を、 （誉れ 高い） 使節と して 最も 慈悲 深い お 方の 御 許へ と 召集す 

る。 03 (ク ルアー ン 19 : 85) 

3 — そして 信仰者は 顔を 下に 足を 上に した 逆様の 状態で、 盲 S かっ 聾哑、 喉をから から 
に 乾かし、 眼を （余りの 恐怖から） 蒼く した 状態で 召集され ます c そして 最初の 者は 最後 
の 者が やってく るまで 拘留され、 1 っの 集団と して いっぺんに 地獄へ と 連れ 行かれます。 

① 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD そして 審判の 日、 われら （アツ ラーの こ 
と） は 彼ら （不信仰 者たち） を 逆様に、 盲目で 聾哑の 状態で 召集す る。 彼らの 行き 
着く 先は 地獄の 業火で あり、 それ （炎） は 小康して はわれら が 更に また 盛り返す の 
だ。 それ こそは、 彼らが われらの みしる しを 信じなかった ことに 対する 彼らの 報い 

なので ある。 03 (ク ルアー ン 17 : 97 — 98) 


サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （6521)、 サ ヒー フ •ムス リム （2790)。 文章は ムス リムの もの。 
サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （6527)、 サ ヒー フ •ムス リム （2859)。 文章は ムス リムの もの。 



② 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD そして われら （アツ ラーの こと） は、 罪深 
い 者たち を 喉が からからに 渴 いた 状態で 地獄の 業火へ と 追い やる の だ。 09 (クル ア 

ーン 19 : 86) 

③ 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： （3 D そして その 日 角笛が 吹き 鳴らされ、 われら 

(アツ ラーの こと） は その 日 罪深い 者たち を 眼が 蒼い 状態で 召集す る。 09 (クル ァ 

ーン .2.0 : 102) 

④ 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： （3 D そして その 日、 アツ ラーの 敵たち は 地獄に 
召集され る。 彼らの 内の 最初の 者は 最後の 者が やって来 るまで、 拘留され る。 03 

(ク ルアー ン 41 : 19) 


⑤ 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD (アツ ラーは 天使たち に 言う：） 「罪を 犯し 
ていた 者たち とその 配偶者たち、 そして 彼らが アツ ラーを 差し置いて 崇めて いた も 
のたち を 召集せ よ。 そして 彼らを 地獄の 業火の 道へ と 連れて ゆく の だ。」 09 (クル 

アーン 37 : 22-23) 

⑥ アナス （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 ある 男が 言いました： 「アツ ラーの 
使徒よ。 審判の 日、 不信仰 者たち はいかに 逆様の 状態で 召集され るので すか？」 預 
言 者 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました： 「現世で 人を 2 本の 足に 
よ って 歩かせ られ たお 方は、 審判の 日 に 彼を 顔で もっ て 歩かせられる のが 可能では 
ない のか ネ」 （アル =ブ ハー リーと ムス リ ムの 伝承り 

4 ーアツ ラーは 審判の 日、 乗り物 用の 動物 や 家畜、 野獣 や 鳥類 も 召集され ます。 そして 
動物 同士の 間 で 正義の 報復が なされます。 例 え ば 角の ある 羊に 角 で 刺さ れた角 なしの 羊は、 
その 相手に 報復し ます。 そして 動物 間の 報復が 終わる と、 アツ ラーは それらに こ う 仰ら れ 
ます： 「砂と なる の だ。」 

至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD 地上を 歩む ありと あらゆる もの、 そして 天を 2 
枚の 羽で もって 羽ばたく もの 全ては、 あなた 方と 同様の （われらが 創造し 糧を 与える とこ 
ろの） 共同体な ので ある。 護ら れた （運命が 全て 記された） 碑 版に おいて、 われらは 何の 
抜かり もない の だ。 それから （それらの もの 全ては） その 主の 御 許へ と 召集され る。 03 

(ク ルアー ン 6 : 38) 


サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （4760)、 サ ヒー フ •ムス リム （2806)。 文章は ムス リムの もの。 



